11.水素核スピンの動的偏極過程の研究(東北大学理学部物理学教室,修士論文アブストラクト(1984年度)) by 菅野, 祐司
Title11.水素核スピンの動的偏極過程の研究(東北大学理学部物理学教室,修士論文アブストラクト(1984年度))
Author(s)菅野, 祐司


































測定は技術的に困難であり,しかも,種々の補正を行なわなければ S(Q) (散乱関数 )は求ま
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a)重水素化 したプロパン･ダイオーJL,(C3D802)にEHBA-CrVを ドー プしたサンプル





























次に,90FeTiO3110 Fe203は, Tg-38Kでスピングラスになるが, この試料を用い
て磁化の時間変化の測定を行った.(Fig.1) この実験は,後にのべる中性子散乱実験を補
う目的でなされた｡この実験は,数msec一数百msec の程度の磁化の時間変化を直接測定
するもので,我々の知るかぎりでは,世界でも例がない実験である｡このような時間領域の測
定は,一般的な振動試料型磁力計では不可能である｡そこで我々は,パルス強度磁場実験装置
-591-
